
 

 

 

 

 

 

 

 

 アルミ材５０５２Ｐの極点図から結晶方位を求める。 

 ＰｏｌｅＨＫＬＵＶＷＳｅａｒｃｈソフトウエア 
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概要 

 ＰｏｌｅＨＫＬＵＶＷＳｅａｒｃｈソフトウエアは、極点図から結晶方位｛ｈｋｌ｝＜ｕｖｗ＞を 

   簡易的に求めるソフトウエアである。本来、単独ピークが極点図に現れるデータに対して作成されている。 

   β－Ｆｉｂｅｒのような連続的に結晶方位が存在している極点図に適用した場合、どのように動作するか 

   調べてみました。 

極点図 

   バックグランド処理、ｄｅｆｏｃｕｓ処理の終わった極点図｛１１１｝｛２００｝｛２２０｝ 

   データは、AL¥2011-02-14-標準 Al試料¥5052P¥NO010 

 

 

 

 

 



ピークサーチ 

 多めなピークを検出出来るように、SamePeak幅を狭く、密度敷きい値を低くして検出 

  

{111}極点図は多めなピークが検出されている。 

 



結晶方位の決定 

 

 

 

｛００１｝＜１００＞ｃｕｂｅ 

｛１１２｝＜１－１１＞ｃｏｐｐｅｒ 

｛１２２｝＜２－２１＞ 

｛１３２｝＜６－４３＞Ｓ 

 と、妥当と思われる方位が検出します。 

 

本来、評価比率は 1.0以下であるが、近接した位置にピークサーチされているため、１，０以上の 

評価比率が出現する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Simuration-Resultで検索極点図を合成 

 

 


